
ド
ク
タ
ー
・
ウ
ォ
ー
ル
か
ら
ロ
イ
ヤ
ル
・
ウ
ー
ス
タ
ー
ま
で

下：ロイヤルウースター 
《ピンク地金彩静物図両手付飾壺》1919年



ウースター　
《ファンパターンティーカップ＆ソーサー》　
1755～75年

チェンバレンウースター　
《貝殻ボーダー英国国会議事堂図手付ディッシュ》　
1840～45年

ミントン　
《トルコ石ブルー地金彩ロープ模様子ども図両手蓋付飾壷》
1868年

ウェッジウッド　《猿の親子像》
奥／クリームウェア 1940～60年
手前／ブラックバサルト 1927～35年

ロイヤルクラウンダービー　
《ルリとグリーン地金彩花弓楽器図ジュール付両手蓋付飾壷》　
1899年

ロイヤルドルトン　
《ブラッシュアイボリー地金彩菊花図ジュール付花瓶》　　
1891～1902年

ロイヤルウースター　
《金彩ブラックベリー図ポプリポット》　　
1929年

ミントン
《ピンク地金彩花と人物図船形ポプリポット》　　
1881年

　18世紀半ば、イギリスの磁器生産は、国内で

産出される粘土の違いなどからドイツ（マイセ

ン窯）や他のヨーロッパ諸国に比べ後れをとっ

ていたものの、ソープストーンを使った磁器や

家畜の骨灰を混ぜた「ボーンチャイナ」（ボーン

は骨、チャイナは陶器を指す）、また銅版転写法

など新しい技術を開発・採用し、産業革命とい

うイギリスを世界の覇者とした時代の潮流に乗

り、一躍表舞台に肩を並べました。繊細な絵付

けや金彩を施し、実用性と優美さを兼ね備えた

イギリス陶磁器は世界の上流階級に愛され、中

でもイギリス王室から「ロイヤル（王室御用達）」

の称号を与えられた窯は、その栄誉を品質の中

に守り続け、時代を経た今なお多くの人々を魅

了しています。

　今回の展示では、イギリスで最も長い歴史を

もつ窯の一つであり、御用窯としてロイヤルを

名乗ることをはじめて許された名窯ウースター

を、創設者のひとりジョン・ウォール博士の時代

から20世紀まで追うとともに、ミントン、

ウェッジウッド、ロイヤルドルトン、ロイヤルク

ラウンダービーなどイギリスを代表する陶磁器

の数々を紹介します。

　産業革命とロイヤルの称号への誇り－王室

伝統の維持という一見反する社会構造のもと

で洗練されていったイギリス陶磁器の、風格と

気品に満ちた世界をお楽しみください。


